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【緒言】 

我々は、増感型太陽電池を模倣し熱エネルギーで電子を生み出す増感型熱エネルギー変換

（Sensitized thermal cell, STC）の検討を行っている 1,2)。本系では光励起電荷キャリアの代わりに

半導体内の熱励起電荷キャリアを利用する。本系は既にいくつかの材料において発電が確認され

ているものの、「冷却部を必要としない」ため永久機関と比較されることが多々ある。本発表では

STC がどのように発電終了するかについて報告する。 

【方法】 

本 STC はこれまで、熱励起電荷を生成する半導体としてβ-FeSi2
1,2), Ge3), 有機ペロブスカイト

4), 硫化銀 5)を使用し実験が行われてきた。本系は熱励起電荷で電解質内のイオンを酸化還元して

発電する。イオンとしては Cu (I) ⇔ Cu (II)など redox 対があるイオンを選択しており、半導体側

で酸化が、対極側で還元が行われる。この研究の中で、十分時間が経過した場合に発電が終了す

ることが確認されている。すなわち本系は、増感型太陽電池のように光照射中継続的に発電が持

続する系とは異なる。そこで本発表では、特に電解質内のイオン分布に注目した。 

【考察】 

半導体/電解質界面には、酸化還元が行えるイオンが存在する（Fig. 1, first phase）。発電初期に

おいては、熱励起電荷が生成するとイオンの酸化還元反応が電極表面上で進行する（反応１）。反

応で不足した酸化イオンないし還元イオンは、バルク電解質から電極表面へ補給される（移動１）。

次第に反応１と移動１は平衡状態に達し、それ以上「見かけ上」イオンの移動がなくなる（Fig. 1, 

end phase）。なお、光照射の場合は反応１が熱平衡に達することがないため、このような終了過程

に到達しないと考えられる。以上のことから、本 STC は必ず終了し、永久機関ではないことが分

かった。 
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